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効果的なイソジン⑧ガーグル含漱の検討
　　～顎間固定患者の症例を通して～
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1はじめに
　形成外科疾患の中で上下顎骨骨折のため、顎間固定
を必要とする入院患者は年間約十数例ある。顎問固
定は4～5週間に及び、用いられているワイヤー・ゴム
には、粘膜の剥離上皮や分泌物、さらには経口摂取の
食物残渣が付着しやすい。現在、病棟では顎間固定患冒
者に対し、歯磨きの変わりに、一般的に消毒効果が認
められているイソジン⑪ガーグルによる含漱を実施し
てきた。実施方法としては顎間固定施行後より1日3回
毎食後に患者の自己管理により実施するように指導
してきたが、その効果については明らかにされてい
なかった。
　顎問固定施行中はイソジン＠ガーグル含噺のみとな
るため日数の経過に伴い口腔内細菌数が増加すると
予測した。また上下顎骨骨折手術施行の際、口腔内を
切開し金属等で整復固定を行なう場合があり、創部か
らの感染を予防するためにもロ腔内をより一層清潔
に保つことが必要ではないかと考えた。
　そこで今回私たちはロ腔内の細菌数の変化に着目
し、現在の方法に比べより効果的なイソジン⑧ガーグ
ル含漱の実施時間・回数について検討したのでここに
報告する。
皿用語の定義
1．顎間固定：上下顎骨折の治療や顎の移動手術の
　際に用いられる基本手技であり、歯列にワイヤー
　を装着し上下の歯列弓をゴムまたはワイヤーで
　正しい接触状態に固定する治療法である。そのた
　め開口は障害され、咀囎運動も不可能となる。
2．イソジン⑭ガーグル：lml中ポピドンヨード70mg
　を含む水溶液であり、一般細菌をはじめ、真菌や
　ウイルス等広範囲の微生物に対し迅速な殺菌作
　用を示し、また粘膜刺激性が弱く口腔内や咽頭の
　消毒に適している含漱剤。
皿［研究方法
1．期間：2001年6月～8月
2．対象：顎間固定を施行した患者4名
3．方法：含噺液・検体採取方法を統一し実験を3種
　実施
　（1）含漱：含漱剤は一般的に殺菌効果が優れて
　　　いるイソジン⑪ガーグル液を用い、濃度はメ
　　　ーカー指定の水道水60mlにイソジン⑫ガーグ
　　　ル2mlを添加したもの（30倍希釈）とした。含
　　噺方法はそれを3回に分けて（1回約20ml）口
　　腔内を5秒間濯いだ。
（2）検体採取：
　　1）20mlの滅菌蒸留水を口腔内全体に広が
　　　るように5秒間濯ぎ滅菌容器に回収した
　　　ものを検体とした。
　　2）検体採取は、実験1では実験開始後2・4・6
　　　出目、実験：2・3では手術後2・4・6日目の3
　　　日間、採取時間は起床時・朝食前・朝食後・
　　　夕食前・夕食後・就寝時の計6回である。実
　　　験1・2・3ともに歯磨き・イソジン②ガーグ
　　　ル含漱施行時は施行15分後に検体を採取
　　　した。なお、検体採取は患者自身に実施し
　　　てもらった。
　　3）検体処理は、検：体を遠心処理（3000rpm
　　　×30分）したものを滅菌生理食塩水で
　　　1000倍に希釈し、その0．lmlを普通寒天培
　　　地に滴下、37℃で24時間培養後、コロニー
　　　数を数え検体原液中の菌数を求めた。計
　　　算式：虚数（cfu／ml）ニコロニー数×10×
　　　希釈割合（1000％）
（3）実験：
　　＜実験：1＞
　　ロ腔内の細菌数を減少させる手段としての
　　「歯磨き」及び「含漱」の効果を確かめるため
　　健常者2名（以下A・B）を対象に歯磨き・イ
　　ソジン⑭ガーグル含漱を施行し、実施前後の
　　菌数を測定し比較した（表1）。
　　1）歯磨きは1日2回朝・夕食後に各3分間施
　　　乱し、実験開始後2・4・6日目に検体を採
　　　旨した。尚、歯磨きに使用した歯磨き剤
　　　は一般的に鯖歯予防に効果のあるもの
　　　とし歯磨き剤・歯ブラシは統一した。
　　2）イソジン⑪ガーグル含漱は1日3回気・
　　　昼・夕食後に施行し、実験開始後2・4・6日
　　　目に検体を採取した。
　　〈実験2＞
　　病棟入院中の顎間固定患者2名（以下C・D）
　　を対象にした（表2）。従来病棟で実施してい
　　る1日3回毎食後の含漱法にてイソジン⑭ガー
　　グル含漱を実施し、手術後2・4・6日目に検体
　　を採取した。
　　＜実験3＞
　　病棟入院中の顎問固定患者2名（以下E・F）を
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対象とした（表2）。含噺回数を起床時・就寝
前を追加した5回としイソジン⑭ガーグル含
漱を実施し、手術後2・4・6日目に検体を採取
した。
】V結果（単位：cfu／ml）
〈実験1＝健常者〉
　健常者A・Bの実験前の菌数値はAが180～187、Bが
160～174。（表3・4、図1・2：2日目の起床時を基準とし
菌数の増減を百分率で示した）
　健常者Aの歯磨きにおいては、2日目では朝食前
144後45であり69％の減少、夕食前260後67であり74％
の減少、6日目では朝食前290後42であり86％の減少、
夕食前180後4であり98％の減少。健常者Aの含漱にお
いては、2日目では朝食前360後77であり79％の減少、
夕食前134後1であり99％の減少、6日目では朝食前78
後2であり98％の減少、夕食前87後42であり52％の減
少。健常者Bの歯磨きにおいては、2日目では朝食前
135後20であり85％の減少、夕食前64後10であり85％
の減少、6日目では朝食前123後40であり68％の減少、
夕食前62後5であり92％の減少。健常者Bの含漱におい
ては、2日目では朝食前114後20であり83％の減少、夕
食前16後6であり63％の減少、6日目では朝食前101後6
であり95％の減少、夕食前36後1であり98％の減少。
＜実験：2：患者C・D＞
　患者C・Dの実験前の菌数値はCが26、Dが152。
（表5、図3・4）
　患者Cにおいては、2日目では朝食前214後3であり
99％の減少、夕食前17後2であり88％の減少、6日目で
は朝食前285後1であり99％の減少、夕食前41後0．7であ
り98％の減少。患者Dにおいては、2日目では朝食前66
後13であり80％の減少、夕食前148後14であり91％の
減少、6日目では朝食前ll後3であり91％の減少、夕食
前18後2であり88％の減少。
＜実験3：患者E・F＞
　患者E・Fの実験前の菌数値はEが1270、Fが63。
（表6、図5・6）
　患者Eにおいては、2日目では朝食前1350後33であ
り93％の減少、夕食前1750後140であり92％の減少、6
日目では朝食前88後3であり93％の減少、夕食前140後
19であり86％の減少。患者Fにおいては、2日目では朝
食前70後33であり53％の減少、夕食前180後240あり
33％の増加、6日目では朝食前2後1であり50％の減少、
夕食前22後1．6であり93％の減少。
V考察
　健常者の実験：1において、歯磨き・含漱ともに朝・夕
食後で細菌数の減少が見られたが、日数経過と細菌数
の変動には顕著な差は見られなかった。このことによ
り口腔内細菌数の減少のためには、歯磨きあるいは含
漱のいずれでも良いことが示唆され、今回の検討対
象でもある顎問固定患者において含噺法を採用する
ことに支障がないことが確認された。
　従来の含噺方法を施行した実験2においては朝・夕
食後門噺施行後の細菌数の減少が全てにおいて見ら
れた。しかし、口腔内の細菌数の日数経過による著明
な変化は見られなかった。それは、1日3回の含漱では
菌数の減少を維持する効果が弱いことを示しており、
三脚回数の増加が必要と示唆できる。奥村らは「細菌
が有意に増殖する時間は口腔ケア後4～6時間後であ
り、起床時及び就寝時に増殖する」1）と報告している。
また遠藤らは、「9回以上の含噺を行なうことは口腔内
の細菌増殖を抑制できるものの、自浄作用が乱され
る」2）と述べている。このことから実験2の結果をふま
えて含噺を行なう患者の負担を考慮し、1日5回の含漱
による実験を開始した。
　実験3の結果、患者E・Fともに里数としては日を追
うごとに減少する傾向が見られ、生垣回数を増やした
効果が認められた。また、含徽回数を増やし継続して
行なうことで口腔内細菌をより少なく保つことが示
唆された。
　以上の実験結果から、含漱回数を従来の1日3回より
5回に増やしたことにより3回興野に比べ、細菌の増殖
時間や口腔内の自浄作用を維持させることを考慮し
た5回含漱のほうが日数を追うごとに罪数の減少が見
られ、より効果的な含噺が行なえたと言える。
Wおわりに
　私たちは研究当初イソジン⑨ガーグル含漱のみでは
口腔内細菌数は日数の経過に伴い増加するであろう
と予測したが今回の研究において含漱回数を5回に増
やすことにより菌数が減少する傾向が認められた。
　しかし、今回の研究では症例数が少なく期間も短か
ったことや、含漱及び検体採取を患者自身にまかせ、
食事以外の間食については患者の自由意志としたこ
とにより菌数値の増減に個人差がでてしまった。それ
らの理由により充分なデータを得ることができず、こ
れがすべての患者にあてはまるとは言いがたい。また
本研究ではイソジン⑧ガーグルを用いた含漱のみで回
数も3回と5回のみの設定だったため、今後は他の含1軟
液や回数の検討もしていく必要がある。さらに、口腔
内の肉眼的観察及び口腔内に付着している細菌につ
いては考慮しなかったため今後の課題としたい。
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表1　健常者デv一・・山雪
対象 年齢・性別 口腔内状況
A 23・女性 翻歯・義歯・欠損なし、粘膜病変なし
B 25・女性 翻歯・義歯・欠損なし、粘膜病変なし
表2　患者データ
対象 年齢・性別 ロ腔内状況 食事状況 口腔内状況
C 21・男性 下顎骨骨折 流動食 鯖歯・義歯・欠損なし、粘膜病変なし
D 16・男性 下顎骨骨折 流動食 編歯・義歯・欠損なし、粘膜病変なし
E 39・男性 下顎骨骨折 流動食 鯖歯・義歯・欠損なし、粘膜病変なし
F 25・男性 右頬骨・両側下顎骨骨折 流動食 鯖歯あり、義歯・欠損なし、粘膜病変なし
表3　健常者Aにおける歯磨きと含噺の菌数値比較
　　　　　〈歯磨き〉 〈含漱〉 （　×　10000cfu／ml）
2日目 4日目 6日目 2日目 4日目 6日目
起床時 187 330 170 180 108 73
朝食前 144 116 290 360 480 78
朝食後 45 77 42 77 ll 2
夕食前 260 180 180 134 157 87
夕食後 67 69 4 1 4 42
就寝前 162 103 210 65 78 36
表4　健常者Bにおける歯磨きと含漱の菌数値比較
　　　　　く歯磨き〉 〈含漱〉 （　×　10000cfu／ml）
2日目 4日目 6日目 2日目 4日目 6日目
起床時 160 188 210 174 130 138
朝食前 135 104 123 ll4 105 101
朝食後 20 23 40 20 33 6
夕食前 64 21 62 16 44 36
夕食後 10 4 5 6 15 1
就寝前 7 5 40 20 95 3
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表4　3回含漱患者C・Dにおける歯磨きと含漱の菌数値比較
　　　　　く患者C＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜患者D＞ （　×　10000cfu／ml）
2日目 4日目 6日目 2日目 4日目 6日目
起床時 26 136 245 152 220 68
朝食前 214 985 285 66 170 11
朝食後 3 14 1 13 106 3
夕食前 17 665 41 148 5 18
夕食後 2 ユ46 0．7 14 0．8 2
就寝前 18 18 78 97 1 1
表6　5回含漱患者E・Fにおける菌数値比較
　　　　　く患者E＞ ＜患者F＞ （　×　10000cfu／ml）
2日目 4日目 6日目 2日目 4日目 6日目
起床時 1270 116 25 63 140 14
朝食前 1350 145 88 70 42 2
朝食後 33 133 3 33 3 1
夕食前 1750 148 140 180 28 22
夕食後 140 45 19 240 1 1．6
就寝前 110 16 24 160 23 48
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